
1 

 

町田市バイオエネルギーセンター火災の経過について 

 

 ２月２１日朝７時２５分頃、町田市バイオエネルギーセンターの不燃・粗大ごみピットで

火災が発生したことについて報告します。 

 

 

１ 経過 ＜初期消火対応者：町田ハイトラスト（以下「MHT」という）＞ 

２月２１日（月） 

2 月 22 日（火） 

2 月 25 日（金） 

 

 

２ 影響 

①可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ（火災発生当日） 

①-1 
2/21 は消防により終日入場を規制されたため、可燃・不燃ごみは近隣の他工

場への応援要請 

①-2 市民持込みの受入れを中止 

①-3 粗大ごみの収集・受入れを中止し、既に収集済みのごみは三角地に一時仮置き 

②周辺対応 

②-1 同日 12：00 頃多摩環境事務所廃棄物対策課職員 2 名現場確認のため来場 

②-2 13：00 頃に多摩環境事務所指導もあり周辺を徒歩にて巡回確認 

②-3 巡視において、臭気・ごみ・ほこり等の影響は認められなかった 

 

  

7：10 頃 ごみ処理に備え、ピット内のごみ整理を開始 

7：25 頃 
不燃・粗大ごみピット(以下ピット)からの白煙を目視したため、放水銃で消火

開始 

7：40 頃 
火元と思われる対象物をクレーンでピット横フロアに取り出し、ホースによ

り消火（対象物は鎮火、2/22 消防確認後処理） 

7：48 頃 再度ピットから発煙を確認したため、直ちに放水銃でピット内へ放水 

8：00 頃 ピットへ放水は継続していたが、視界が効かなくなり MHT から消防へ通報 

8：09 頃 消防車到着。消防による消火活動開始し、以下は消防の指示に従う 

12：53 頃 化学消防車にて泡消火剤を噴霧し、ごみ上部を泡で覆う消火を開始 

12：55 頃 
再度発煙があり消防による放水後、泡消火剤をピットが満量になるまで追加

充填し経過監視 

15：30 頃 
消防による鎮火宣言 

消防は警戒の為その後 24 時間常駐。（原因調査はクレーンの復旧後） 

7：00 頃 消防、MHT、市立会いの下、発煙等ない事を確認 

16：00 頃 
終日消防、MHT にて監視し、発煙等がない事を確認したため消防撤収 

MHT は 2 月 24 日まで有人による 24 時間監視を継続 

 警察署、消防署へ対応のお礼のため部長が訪問 

17：00 頃 MHT による有人監視からモニターによる遠隔監視に切替え（現在も継続中） 
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③MBEC 対応 

③-1 2/22 以降は消防からピット以外の操業は問題なしと判断 

③-2 不燃ごみ処理以外は通常搬入及び処理（市民サービスの影響はおおよそなし） 

③-3 粗大ごみの持ち込みについては、日程変更が可能な方は順延 

④周辺施設対応 

④-1 市立室内プールは 2/21 については月曜休館 

④-2 
2/22 火曜日は営業開始前に、蒸気供給が間に合わない見込みとなり、終日プ

ール営業の臨時休業を依頼（トレーニング室は開館） 

 

 

3 他団体への応援依頼 

○町田市バイオエネルギーセンターで処理しきれない分を応援依頼しました。 

２月２１日 

・多摩ニュータウン環境組合（可燃・不燃とも全量） 

２月２２〜２５日 

・多摩ニュータウン環境組合（不燃全量） 

２月２８日〜３月４日 

・多摩ニュータウン環境組合（月、火 不燃最大 25t/日） 

・戸吹クリーンセンター（水、木、金 不燃最大 20t/日） 

３月７日〜３月１１日 

・多摩ニュータウン環境組合（月、火 不燃最大４t/日 貯留限界のため受入れ量縮小調整） 

・戸吹クリーンセンター（水、木、金 不燃最大 20t/日） 

3 月１４日～ 

・多摩ニュータウン環境組合（月、火 不燃最大 15t/日で次週の受入れ量は調整中） 

・町田市バイオエネルギーセンターの処理量を最大化出来るようＭＨＴと調整を進めてい

る。 

 

 

4 復旧スケジュール（想定であり詳細未定） 

2 月２１日 

～３月３日 

不燃・粗大ごみクレーン（以下クレーン）製造事業者ほか現地損傷

状況確認、補修部品、作業人員手配準備 

３月７日～１２日 クレーン仮復旧工事（消防対応復旧） 

３月 14 日 消防原因調査終了（原因の特定に至らず） 

３月１５日 

～４月２８日 

受入ごみの処理と並行し、ピット滞留廃棄物の処理を進める 

部品入荷に応じクレーン仮復旧工事２（処理対応復旧） 

5 月 2 日～３１日 クレーン周辺設備復旧工事（照明・火災報知・放送設備ほか） 

6 月 1 日～３０日 クレーン本復旧工事 
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５ 火災の原因 

火災の原因は、「スプレー缶」「カセットガスボンベ」「ライター」「小型充電式（リチウム

イオン）電池」と考えられます。 

「燃やせないごみ」にこのようなものを混在させると、今回のような火事に繋がり市民

サービスに大きな影響を及ぼしかねません。 

そのため、市としても適切な選別を行っていきますが、ごみの分別には、引き続き、ご協

力をお願いいたします。 

 

左の写真は、燃やせないごみの収集車の

中から出てきた「スプレー缶」「ライター」

などです。排出方法は次のとおりです。 

 

【排出方法】 

・スプレー缶・カセットガスボンベ 

中身を使い切って、ビン・カンの収集に

出してください。 

 

・ライター 

中身を使い切って、有害ごみとして出し

てください。 

 

・小型充電式電池（リチウムイオン電池等） 

市では収集できません。販売店等にご相

談ください。 

 

・小型家電 

 電池、取り外し可能な小型充電式電池は

外して、リサイクル広場や小型家電回収ボ

ックスまでお願いします。 

 

 

適正排出にご協力をお願いします。 

 

 

 

６ 市民対応 

２月２１日 町田市ホームページに火災について掲載、工場見学受入中止 

３月１４日 ハスのんインスタグラムにリチウムイオン電池の分別排出について掲載 

３月１５日 ごみナクナーレインスタグラム／ツイッターに火災について掲載 

３月２２日 工場見学再開予定 

４月 １日 「広報まちだ」に近隣工場での応援処理、ごみの減量及び適正排出のお願いを

掲載予定 
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